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 近年，AI技術が普及し，画像認識の分野においてAIを用いた，人の作業の代替，自動
化，省人化が図られているが，その導入には，高性能なサーバ環境の準備，ソフトウェアの
導入といったAI開発環境の整備が必要であった．そこでドコモでは，画像認識AI開発用の
データを準備すれば，さまざまな種類の画像認識AIの開発，デプロイが可能となる「ドコ
モ画像認識プラットフォーム」を開発した．これにより，AIの利用企業は自前のAI開発・
運用環境を用意しなくても，画像認識AI技術を導入することが可能となった． 

 
 
 

1. まえがき 
近年，Deep Learning＊1を用いたAI技術の発展，

普及は目覚ましく，特に画像認識AI＊2の産業応用
が進んでいる．例えば，工場における検品の補助，
防犯カメラ映像での人や車両の検知，医療における
画像診断の補助など，今までは人が行っていた作業
の補助，代替として活用されている．しかし，画像
認識AIを用いて，既存の作業の効率化，自動化，
DX（Digital Transformation）＊3を行う際，各企業
が解決したい課題をそのまま解決できる画像認識
AIが提供されていることは少ない．このため各企
業が，保持している画像／動画データと，当該デー

タに対して画像認識AIにどのような認識処理を行
わせたいか，その答えを記録したアノテーション
データを準備した上で，企業独自の画像認識AIを
開発する「学習」と，学習した画像認識AIを使え
る状態にする「デプロイ＊4」の作業が必要となる．
デプロイにおいては，作成した画像認識AIをサー
バ上に展開し，画像の入力を受け付け，結果をテキ
ストなどで返却するAPI（Application Program-
ming Interface）＊5を構築する．しかし，学習とデ
プロイをAIの利用企業が自身で行うには，Deep 
Learningを扱うためのフレームワーク＊6の理解，高
速な学習，認識を行うためのハードウェアの準備な
どの課題がある． 

Deep Learning 画像認識 AI 

©2022 NTT DOCOMO, INC. 
本誌掲載記事の無断転載を禁じます． 
本誌に掲載されている社名，製品およびソフトウエア，サービスなど
の名称は，各社の商標または登録商標． 
 
 

＊1 Deep Learning：人の神経処理メカニズムを模して作られた
ニューラルネットワークをより複雑にすることによって，より
複雑な概念の学習や，判断，推定の模倣を可能とした機械学習
手法． 

＊2 画像認識AI：画像入力に対して，機械が判断，推定などを行
い，結果を返却するAI． 
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図1 ドコモ画像認識プラットフォームで提供する画像認識機能 

このような課題に対処すべく，画像認識の学習，
デプロイをクラウド上で手軽に行えるようにす
るサービスが提供されている．例えば，Amazon 
Rekognition Custom Labels［1］，AutoML Vision
［2］などがある．ドコモでも，自社で開発してきた
画像認識技術＊7を，より多くのユーザに手軽に使っ
ていただくべく，ドコモ画像認識プラットフォーム
［3］を2020年に提供開始した． 
画像認識AIの学習・デプロイ機能の提供にあ

たっては，ユーザごとに必要とする画像認識機能が
異なるため，それらをより効率的に提供する仕組み
が求められる．本稿では，ドコモ画像認識プラット
フォームにおいて，複数の画像認識機能を提供する
ための仕組みについて解説する．また，ドコモ画像
認識プラットフォームでは，ドコモの閉域網内で画
像認識を行うことで，よりセキュアな画像認識環境
を実現しており，このメリットについても解説する． 

2. ドコモ画像認識プラットフォームの
概要 

ドコモ画像認識プラットフォームは，クラウド上
で画像認識AIの学習および画像認識AIを用いた認

識（以下，「推論」）を行える状態にするデプロイの
機能を提供する． 
⑴提供される画像認識機能 
ドコモ画像認識プラットフォームが提供する画像

認識機能の一覧を図1に示す．①物体検出は，画像
の中から特定の物体を見つけ，画像内でのその物体
の座標を推定する機能である．②一般物体認識は，
画像に写っている物，風景，シーン，画像全体の特
徴から，カテゴリに分類する機能である．③文字認
識とは，画像内に写っている文字を認識する機能で
ある．④類似画像検索は，画像と似た画像を探す機
能である．⑤特定物体認識は，あらかじめ用意した
多数の物体の画像と認識したい物体の画像とを照合
することで，認識したい物体が何かを特定する機能
である．⑥姿勢推定とは，画像内に写っている人の
骨格／関節の位置を推定する機能である． 
⑵想定ユースケース 
各画像認識機能の想定ユースケースを図2に示す．

物体検出は，ドローン映像からの雑草検出や，監視
カメラ映像からの人や車の検出に活用できる．検出
した植物や，車の画像領域に対して，一般物体認識
を組み合わせることで，植物の生育度や車種の判別
が可能となる．また，物体検出と文字認識を組み合

 

＊3 DX：ITの浸透が人々の生活をあらゆる面で良い方向に変化さ
せること． 

＊4 デプロイ：アプリケーションをそれらの実行環境に配置して展
開すること． 

＊5 API：ソフトウェアの機能を他のプログラムから利用できるよ
うに切り出したインタフェース． 

＊6 フレームワーク：ある領域のソフトウェアに必要とされる汎用
的な機能や基本的な制御構造をまとめたもの．ライブラリで
は，開発者が個別の機能を呼び出す形となるが，フレームワー
クでは，全体を制御するのはフレームワーク側のコードで，そ
こから開発者が個別に追加した機能を呼び出す形となる． 

 

N
TT

 D
O

C
O

M
O

 T
ec

hn
ic

al
 J

ou
rn

al



ドコモ画像認識プラットフォームを用いた画像認識AI提供  

 

 NTT DOCOMOテクニカル・ジャーナル Vol. 29 No. 4（Jan. 2022） 

 ― 35 ― 

図2 画像認識の想定ユースケース 

わせた伝票や書類から文字を読み込む利用方法や，
物体検出と特定物体認識を組み合わせた商品棚の画
像を撮影するだけで，どこに何の商品が置いてある
かデータ化する利用方法などが想定される． 
さらに，類似画像検索では，似たファッションア
イテムを画像ベースで探す，姿勢推定ではスポーツ
の動作のフォームを確認するなどの用途で活用できる． 
⑶機能構成 
ドコモ画像認識プラットフォームの仕組みを図3
に示す．ドコモ画像認識プラットフォームでは，
「物体検出」「一般物体認識（カテゴリ分類）」にお
いては，ユーザのデータで独自のAIを提供できる
学習機能と推論機能の両方をカスタム学習モデルと
して提供している．また，「類似画像検索」「特定物
体認識」は，ユーザ独自の画像データを基に検索・
認識ができる「ユーザ辞書の作成機能」を提供して
いる．「物体検出」「一般物体認識（カテゴリ分類）」
「文字認識」「姿勢推定」においては，ユーザが独自
に学習用のデータを用意しなくても推論が可能なよ

う，ドコモにて独自に学習した画像認識AI（共通
学習済み学習モデル）も提供している． 
⑷Webサイト／Webコンソールの提供 
ドコモ画像認識プラットフォームでは，ユーザ向

けにWebサイト／Webコンソールを提供している．
本コンソールにアクセスすることで，学習，学習結
果の確認（「評価」），学習して作成した画像認識AI
のデプロイまでが実施できる．デプロイされたAI
にはWebAPIを通して，認識リクエスト（推論リク
エスト）を行うことができる．画像データを
WebAPIに入力すると，認識結果がテキスト形式で
返却される． 

3. ドコモ画像認識プラットフォームに
おける2つの取組み 

ドコモ画像認識プラットフォームでは，2つの取
組みでユーザの利便性の向上を図っている．1つ目
が，画像認識機能をコンテナ化することであり，こ

 

＊7 画像認識技術：画像処理技術や機械学習（＊8参照）技術を用
いて，画像を機械に理解させ，意味を取り出す技術． 
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図3 ドコモ画像認識プラットフォームの仕組み 

れにより画像認識機能の提供／開発／更新スピード
が増加する．充実した画像認識機能のラインナップ
が可能となり，ユーザの課題を解決できる画像認識
機能を提供できる．2つ目は，ドコモ画像認識プ
ラットフォームをドコモの閉域網内のデータセンタ
上に構築し，インターネットを介さずに接続できる
ようにすることである．これにより，セキュアな画
像認識AIの提供を実現している． 

3.1 コンテナを活用した画像認識AIの
WebAPI化 

前述のとおり，ドコモ画像認識プラットフォーム
では，複数の画像認識機能を提供している．ユーザ
が必要とする画像認識機能は，ユーザの解決したい
課題によって異なり，今後も増加することが予想さ
れる．また，画像認識AI技術は日々向上しており，
より高精度／高速なものをユーザに提供するために

は，すでに提供している画像認識機能の逐次的な
アップデートが必要となる．そこで，ドコモ画像認
識プラットフォームでは，各画像認識機能の提供／
開発／更新スピードの向上のため，コンテナを用い
た機能の仮想化と，コンテナ内での機能のモジュー
ル化／共通化を実施している．概念図を図4に示す． 
コンテナを用いた仮想化とは，画像認識機能のよ

うなアプリケーションとその起動に必要なライブラ
リなどを「コンテナ」と呼ばれるパッケージにまと
め，サーバのOS／環境に可能な限り依存せずに，
アプリケーションを実行できるようにする技術であ
る．ドコモ画像認識プラットフォームでは，各画像
認識機能のコアプログラムと，画像認識機能を
WebAPIとして提供するためのインタフェースを1
つのコンテナとしてまとめている．これにより，ド
コモ画像認識プラットフォーム内では，コンテナを
追加／削除することで，新しい画像認識機能の追加

ユーザ辞書

ユーザ
辞書作成

アプリケーション利用者
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図4 コンテナ化を用いた画像認識機能提供 

表1 画像認識のインタフェースプログラムとコアプログラムの役割分担 

 共通化 各コアプログラムにて定義 

コンテナの起動時 ・学習した画像認識モデル 
・ファイルの入力方法 ・学習した画像認識モデルのロード方法 

推論時の入力 
WebAPIの入力形式 
・JSON形式 
・multipart/form-data形式 

WebAPIの入力の詳細 
・画像をどのようにWebAPI入力のリクエスト内
に格納するかなど 

推論時の出力 WebAPIの出力形式 
・JSON形式 

WebAPIの出力の詳細 
・画像認識結果をどのようにwebAPI出力の
JSON形式内に格納するか 

や，既存の画像認識機能のアップデート，認識リ
ソースの増強（より多くの画像を学習／推論できる
ようにするための変更）が可能となっている． 
また，画像認識のコンテナ内では，前述のインタ
フェースを司るプログラムと，画像認識のコアプロ
グラムは独立であり，インタフェースとなるプログ
ラムを共通化することで，新規の画像認識機能を開
発する際の開発範囲を削減している．インタフェー
スを司る前者のプログラムと，コアプログラムとの
間のインタフェースの入出力形式を，表1のとおり
各コアプログラム側で柔軟に変更できるようにし，
画像認識機能の拡張のための柔軟性を確保している． 

加えて，画像認識AIのうちユーザごとに学習し
た画像認識モデルをコンテナ外に独立して保存して
いる．これにより，ユーザの作成した特定の画像認
識AIのリソースのみを増強することや，コンテナ
の更新時にコンテナのみを入れ替え，モデルを引き
継ぐことを可能としている． 

3.2 ドコモ・オープンイノベーションクラウド
を活用したセキュアな画像認識 

画像認識機能を利用する際には，画像というセン
シティブな情報の入力が必要となるため，セキュリ
ティの確保も課題となる．画像認識の過程で，画像

ドコモ画像認識プラットフォーム

...

モデルファイル管理サーバ

学習用
コンテナ

物体検出
コンテナ
A社用

文字認識
コンテナ
B社用

物体検出
コンテナ
B社用

フロントサーバ：GUI提供&リクエストの振分け

<共通>WebAPIインタフェース

物体検出
プログラム

文字認識
プログラム

B社向け
モデル

A社向け
モデル

ドコモ画像認識
プラットフォーム
利用者（A社）

ソリューション
利用者（A社）

コアプログラム
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図5 閉域網接続を用いた画像認識のセキュア化 

情報が外部に出ることがないよう，画像認識機能の
利用にあたっては，画像の伝送経路，および画像認
識を行うサーバ側で留意が必要となる． 
画像認識を行う際には，画像認識システムをクラ
ウド上や，自前のデータセンタ上で構築することに
より，処理を集約して画像認識処理を行うことがで
きる．このため，クラウド／データセンタ上の計算
リソースの利用率を上げることができ，計算リソー
スを効率的に利用して画像認識処理が可能となる．
その際システムのセキュリティ対策を適切に実施す
ることでリスクを低減することが考えられる．しか
し，この場合も画像をクラウド／データセンタに送
信する経路のセキュア化が別途必要であり，イン
ターネットを介さずセキュア化するためには専用線
を利用するなどの対策が必要となる． 
この課題を解決するために，画像認識処理をロー
カルのPCや端末，エッジ側のデバイスで行う方法
がある．これにより，画像のネットワーク上での伝
送を無くすことができ，画像はデバイス内にとどま
るため，セキュリティを確保することができる．一
方で，エッジ側のデバイス，PCや端末は画像認識
を行うには十分な性能が無く，認識処理に時間がか
かるといった問題がある．また性能が十分な場合で
も，画像認識を個別のデバイスで行う際には，クラ

ウド／データセンタで処理を行う場合と比べ，画像
認識処理を集約してリソースの利用効率を上げるこ
とができないという課題がある． 
そこでドコモ画像認識プラットフォームでは，両

者の中間として，ドコモの通信網内にデータセンタ
（ドコモ・オープンイノベーションクラウド）を設
置し，そこで画像認識処理を行う構成をとることで，
これらの問題を解決した．概念図を図5に示す．画
像認識処理は，ドコモの通信網内のデータセンタで
行われるため，ドコモ回線（第5世代移動通信シス
テム（5G）もしくは第4世代移動通信システム
（4G））を通したアクセスの場合，インターネット
に出ることなく通信することが可能となる．これに
より，画像情報が外部に流出するリスクを減らすこ
とができる．一方で，画像認識機能はデータセンタ
側に集約されるため，計算コストの最適化も図るこ
とが可能となる． 
ドコモ画像認識プラットフォームでは，この閉域

網を使った接続をクラウドダイレクト［4］接続オ
プションとして提供している．この閉域網を使った
アクセスには，インターネットを経由しないため接
続までの遅延が少ないというメリットもある．また，
接続に5Gを用いることで，さらなる遅延の低下を
図ることができる． 

デバイス
＋

通信機器

ドコモ網

ドコモ画像認識プラットフォーム

ドコモNW設備（5G，4G）

インターネット

画像データ
解析データ

画像データは
インターネット網を

通らない
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図6 サービス利用画面一例 

4. ドコモ画像認識プラットフォーム上
での画像認識APIの構築・利用方法 

ドコモ画像認識プラットフォームでは，APIを利
用するまでに，大きく分けて学習とデプロイという
2つの工程を経る．これらの作業をWebブラウザ上
（クラウド上）で，シンプルなユーザインタフェー
スで可能としたのが本サービスである（図6）．学
習をすることで個々のタスクにあったモデルの作成
を実施し，デプロイをすることで学習したモデルや
汎用的に提供されているモデルが利用可能となる．
また，類似画像検索，特定物体認識では，ユーザ独
自の辞書の作成ができる．ドコモ・オープンイノ
ベーションクラウドの開発者ポータル内にて各工程
の詳細なマニュアルが公開されている． 

4.1 「学習」の実施 
現在のドコモ画像認識プラットフォームでは，物

体検出と一般物体認識の機能において学習を実施す

ることができる．具体的な学習の手順は，開発者
ポータル内のチュートリアルに記載されている． 
学習には画像データに加えて，アノテーション

データが必要である．アノテーションデータとは，
本画像認識技術を含めた一般的な機械学習＊8の学習
および評価の工程にて使用される，必要な情報をタ
グ付けされたデータのことである．学習の工程では，
アノテーションデータを正解の情報としてモデルの
学習を行い，評価の工程では，アノテーションデー
タと推論結果を比較して，作成したモデルの評価を
実施する．アノテーションデータの作成のための
ツールは，ドコモからサンプルツールとして提供さ
れている． 
ユーザは，ローカルの環境にて，画像データとそ

れに対応するアノテーションデータを仕様に従って
まとめたデータセットを作成し，ドコモ画像認識プ
ラットフォームにアップロードする．同様に検証用
のデータセットも作成・アップロードを実施し，学
習用データセット，検証用データセット，そして学

 
 
 
 
 
 

＊8 機械学習：サンプルデータから統計処理により，有用な判断基
準をコンピュータに学習させる技術． 
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習アルゴリズム（物体検出or一般物体認識）を設定
して学習を実施する． 
学習したモデルはその精度評価をプラットフォー
ム上で実施することが可能である．学習・検証用の
データセットと同様に，評価用のデータセットを作
成・アップロードしたのち，サービス利用画面の
「学習モデル評価」から学習したモデルと評価用
データセットを選択し評価を実施する．評価結果は
プラットフォームからダウンロードでき，画像分
類・物体検出ともに，Accuracy（正解率）＊9，
Precision（適合率）＊10，Recall（再現性）＊11，およ
びF1スコア＊12の精度を示す各指標を確認すること
ができる． 

4.2 「デプロイ」の実施 
デプロイを実施することで，学習して作成したモ
デルおよびドコモにて独自に学習し提供しているモ
デルが，Web APIを通じて利用（推論）可能とな
る．デプロイした画像認識AIは，APIキーを払い出
して割り当てることで利用可能となる．APIの方式
としてREST API（REpresentational State Trans-
fer API）＊13を採用し，シンプルな設計でユーザ側
システムとの連携が可能である． 
デプロイした画像認識AIは，サービス利用画面
の「API管理」および「API認証キー設定」にて管
理の実施ができる．API管理では，学習したモデル
の管理および画像認識AIの増設・削除を実施する
ことができ，簡単にスケールさせることができる．
API認証キー設定では，デプロイした画像認識AIに
対する認証キーの割当て・変更が可能である． 

4.3 「辞書の作成」の実施 
ドコモ画像認識プラットフォームの類似画像検索
と特定物体認識では，独自の辞書を作成することが
可能である．類似画像検索では，リクエストされた

画像が，事前に作成した辞書画像内のどの画像に類
似しているかを判定できる．また，特定物体認識で
は，リクエストされた画像を，作成した辞書内の画
像と照らし合わせることで，リクエストされた画像
が何なのかを特定できる． 
どちらの辞書作成においても，画像の収集および

アノテーションの実施が必要となる．辞書作成後は，
他の画像認識機能同様にデプロイを実施することで
各機能を利用することができる． 

5. あとがき 
本稿では，画像認識サービスを手軽に利用できる

ようにするにあたっての背景や課題と，ドコモ画像
認識プラットフォームにおいて提供している画像認
識機能について解説した．また，ドコモ画像認識プ
ラットフォームにおいて，さまざまな画像認識機能
を提供可能とするシステムの特性と，画像認識にお
いてセキュリティ向上を図るための閉域網内での認
識処理について述べた．また，実際にドコモ画像認
識プラットフォームを利用する際のイメージについ
ても解説した．今後もドコモでは，ユーザの必要と
する画像認識機能を提供し続けるべく，継続的な機
能改善，アップデートを行っていく予定である． 
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＊9 Accuracy（正解率）：推論したデータのうち，正しく分類・検
出できた割合． 

＊10 Precision（適合率）：物体検出においては，あるラベルにおい
て，検出した物体のうち，確かにそれが該当の物体である割
合．一般物体認識おいては，あるラベルと推論したデータのう
ち，その推論結果が正しい割合． 

＊11 Recall（再現性）：あるラベルの全データのうち，正しくその
ラベルと分類（物体検出）できた割合． 

＊12 F1スコア：PrecisionとRecallの調和平均． 
＊13 REST API：RESTの制約に従ったAPI．RESTはRoy Fielding

氏が2000年に提唱した設計原則を基に発展した，ソフトウェア
アーキテクチャのスタイル． 
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